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研究成果の概要（和文）：異分野連携、若手育成、成果公表を目的に以下の活動を総括班として実施した。
(1)総括班員で領域運営に関して審議する総括班会議の開催、(2)公募班員を含めた全班員で研究内容等を討論する領域
推進会議の開催、(3)合宿形式で討論する若手ワークショップの開催、(4)領域外へ成果を公表するためのワークショッ
プ、国内シンポジウム、国際シンポジウムの開催、ニュースレターの発行(5) 領域ホームページを用いた班員交流の促
進(6)一般国民に成果を公表するための公開講座、出前授等のアウトリーチ活動の実施、(7)領域アドバイザーによる運
営評価の反映。

研究成果の概要（英文）：The following activities have been carried out by the steering group for 
enhancing interdisciplinary researches, cultivation of young scientists and wide publications of the 
results. (1)Holding of the steering group meetings to manage the whole research group. (2) Holding of the 
whole group meetings to discuss research projects. (3) Holding of the camp-style workshops by young 
scientists. (4) Holding of workshop, domestic and international symposiums, and preparation of Newsletter 
to widely publish research results. (5) Enhancing interactions among group members through the Group home 
page to facilitate interdisciplinary collaborations. (6) Performing outreach activities including open 
lectures and delivery classes. (7) Feedback of comments by the Advisory board members to the Group 
activities.

研究分野： 分子生物学

キーワード： 翻訳後修飾　シグナル伝達　疾患　数理モデル　構造生物学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、細胞内シグナル伝達の時空間的な制御
に蛋白質の翻訳後修飾が重要である事、また
その破綻が疾患発症に関与する事が明らか
になって来た。しかし、既知の翻訳後修飾に
おいてさえ、その制御機構には不明な点が多
く、また未発見の修飾も数多く存在すると想
定される。生体機能制御の根幹をなすシグナ
ル伝達機構の研究を革新的に推進するには、
近年特に発展の著しい蛋白質解析技術や数
理解析技術を取り入れた学際的視点の導入
が必須である。本領域では、分子生物学、構
造生物学、数理科学、プロテオミクス研究者
の有機的連携により、翻訳後修飾を基盤とし
たシグナル伝達の動的制御機構、及びその異
常と疾患発症との関連を明らかにする。本研
究は、新学術領域「修飾シグナル病」を創出
して、翻訳後修飾研究の新機軸を形成するも
のである。 
 
２．研究の目的 
本領域では、異分野の研究者の連携が生み出
すシナジーがその推進力の源となる。従って、
総括班が推進する本研究では公募研究班員
をも含めた異分野連携を効率よく生み出す
ためのシステムを構築することを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
本総括班は、領域推進会議やシンポジウムの

企画運営・調整や研究リソースの充実化と言

った従来の総括班の役割に加えて、異分野

（分子細胞生物学・医科学、構造生物学、数

理科学）の連携や質量分析計の活用を公募研

究も含めて積極的に推進させる必要がある。

そのために研究代表者、分担研究者及び連携

研究者は下記の役割分担を担い、領域活動に

参加する。 
（研究代表者） 
 井上純一郎：領域の統括、事務局 
（研究分担者） 
 武川睦寛：研究リソース、異分野連携促進、 
     企画運営 
（連携研究者） 
 山岡昇司：企画調整 
 高橋雅英：企画調整 
 徳永文稔：企画調整、広報 
 石谷隆一郎：構造解析相談 
 市川一寿：数理モデル相談 
 尾山大明：質量分析相談、広報 
 
４．研究成果 
総括班として領域運営に関する以下の活動
を実施した。 
(1)総括班員で領域運営に関して審議するた
め総括班会議を下記日程で開催した。第 1 回

総括班会議 (H22.8.20)、第 2 回 (H22.9.8)、第
3 回 (H22.12.8)、第 4 回 (H23.7.1)、第 5 回
(H24.1.28) 、第 6 回  (H25.7.6) 、第 7 回 
(H26.1.25)。 
 
(2)公募班員を含めた全班員で研究内容等を
討論する領域推進会議を下記日程で開催し
た。第１回領域推進会議（H23.7.1）、第 2 回
(H25.2.1 )、第 3 回  (H25.7.5 )、第 4 回
（H27.1.23）。領域推進会議の後に必ず若手ポ
スター発表会を開催し若手の育成に務めた。 
 
(3)若手研究者の育成のため第1回若手ワーク
ショップ（湯河原、H24.10.3〜5）第 2 回若手
ワークショップ（伊香保、H25.10.21〜23）第
3 回若手ワークショップ（湯河原、H26.9.30
〜10.1）を 2 泊 3 日の合宿形式で開催した。
班員研究室の若手全員が口頭で発表し議論
を交わし、数理モデル、構造生物学、プロテ
オミクスの講習会や著名研究者の特別講演
会も実施した。企画運営は総括班員研究室の
若手研究者が担当した。 
 
(4)領域内の研究を領域外の研究者に広く周
知するため多様な学会でワークショップや
シンポジウムを企画開催した。第 33 回日本
分子生物学会年会・第 83 回日本生化学会大
会合同大会ワークショップ「翻訳後修飾によ
るシグナル伝達制御と疾患」、第 70 回日本癌
学 会 シ ン ポ ジ ウ ム 「 Posttranslational 
modifications in cancer biology and 
therapeutics」、第 34 回日本分子生物学会ワー
クショップ「Dynamics and molecular basis of 
post-translational modifications and cell 
signaling networks」、日本応用数理学会 2012
年度年会 「数理医学セッション」、第 65 回
日本細胞生物学会大会シンポジウム「翻訳後
修飾による細胞内シグナル伝達ネットワー
クと細胞機能の制御」、第 86 回日本生化学
会シンポジウム「次世代シグナル伝達研究へ
の展開」、日本薬学会第 134 年会シンポジウ
ム「翻訳後修飾に着目したシグナル伝達研究
と創薬の最前線」、第 73 回日本癌学会学術
総会シンポジウム「シグナル伝達破綻による
発癌スパイラルの加速」、第 87 回日本生化
学会シンポジウム「炎症応答制御の分子基盤
解明と創薬への挑戦」、第 37 回日本分子生
物学会年会ワークショップ「ケミストリーを
戦略としたシグナル伝達研究」。 
 
(5)領域内の研究を領域外の研究者に広く周
知するため、第 1 回公開シンポジウム“「修飾
シグナル病」学術領域の創出”（H23.1.29）、
第 2 回公開シンポジウム“「修飾シグナル病」
学術領域の新展開“(H24.1.28)、第 3 回公開シ
ンポジウム「シグナル伝達解析技術と数理モ
デルの最先端」 (H26.1.25)を開催した。また、
海外の研究者にも本領域の活動を周知する
ため第 1 回国際シンポジウム「 Protein 
modifications in pathogenic dysregulation of 



signaling」 (H25.2.1〜2)、第 2 回国際シンポ
ジウム「2nd International Symposium on Protein 
Modifications in Pathogenic Dysregulation of 
Signaling」（H27.1.23-24）を東大医科研で開催
した。欧米に加えてアジアも含めて以下の最
先端に研究者を招聘した。 
第 1 回：Shigeki miyamoto（米国）、Kwang-Hyun 
Cho（韓国）、Francesc Posas（スペイン）、Alex 
Toker（米国）、Blagoy Blagoev（デンマーク） 
第 2 回：Seok Hee Park（韓国）、Shao-Cong Sun
（米国）、Savas Tay（スイス）、Bin Zheng
（米国）、John Blenis（米国）  
いずれも 100 名を越える聴衆が参加し活発な
質疑応答が行われた。 
 
(6)H22.9.15 に領域ホームページを公開し、組
織、研究内容を含む領域の概要を掲載した。
また、H23.3.12 に班員専用ページを立ち上げ、
タンパク質結晶構造解析、細胞シミュレーシ
ョンの基礎、質量分析計を用いたプロテオミ
クス解析の 3 項目を設け異分野連携を促進す
るための情報を掲載した。H23 年度より論文
紹介・評論サイトを開設し班員間の情報交
換・意見交換を促進させた。さらに「細胞内
シグナル伝達の A-Cell モデル構築ガイド」を
領域 HP に掲載し、数理モデルの基本から応
用までも解説した(H25.1.16)。 
 
(7)ホームページによる広報活動に加えて「修
飾シグナル病」ニュースレター第１号
(H22.12)、第２号(H24.1)、第３号を(H25.1)、
第 4 号を(H26.1)、第 5 号を(H27.1)の発行し、
約 1400 名の領域外関連研究者に配布すると
ともに PDF を領域ホームページにダウンロ
ード可能な形式で掲載した。 
 
(8)アウトリーチ活動として名古屋大学で市
民公開講座「癌の新たな治療戦略」の開催 
(H23.10.15)、札幌紀伊国屋書店でサイエンス
カフェ「がん研究最前線」の開催(H23.11.5)；
前橋まちなかキャンパス(H24.10.30, H25.9.6)、
市民フォーラム(H25.6.8)、群馬ちびっこ大学
(H25.8.9)での講演；明治学院東村山高校
(H23.11.30) 、 群 馬 県 立 高 崎 女 子 高 校 
(H25.1.11)、茨城県立緑岡高校 (H25.10.25)で
の出前授業；筑波大学附属駒場中学校
(H25.5.23)、都立日比谷高校(H25.7.19)、東京
学芸大学附属高等学校（H27.2.4）、富山県立
高岡高等学校（H27.3.5）の研究室見学での研
究説明を実施した。 
 
(9)領域アドバイザーを以下の３名の先生方
にお願いし、年度ごとに運営方針、研究の進
捗状況に関する意見を伺い、領域運営に反映
させた。 
田中啓二先生（東京都医学総合研究所・所長） 
村松喬先生（名古屋大学・名誉教授） 
吉田光昭先生（東京大学・名誉教授） 
 
５．主な発表論文等 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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